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M H I

,
吾
人
が
玆
に
紹<̂

'

せ
ん
と
す
る
も
の
.は
，
米
國
イ
リ
'ノ
イ
*ツ
大
學
經
濟
學
准
敎
授
平
ド
マ
：シ
ド
•
ホ
イ
ッ
テ
ー
カ
丨
氏
が
本
年
、書
肆 

a X

グ
マ
シ
>
ダ
リ
I
ン
商
#;
ょ
り
出
版
せ
る『

經
濟
觀
念
史』(

A
‘

tIJistory of Economic Ideas, 

1
9
4
0
0
.

で
あ
る
。

,

'著
者
は
彼
れ
'の
所
謂
經
濟
思
想
史
硏
究
の
ニ
方
法
、
即
ち
年
代
學
的
及
び
觀
念
學
的
の
兩
盏
中
、
前
者
を
避
け
て
、
後
者
を
採
る
も 

、
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
あ
ら
ゆ
る
時
期
は
多
樣
な
る
觀
念
を
有
す
る
毛
の
で
あ
つ
て
、
是
れ
等
の
も
の
は
互
に
相
撞
着
す
る
こ
と
が
舉
 々

で
あ
り
、
且
つ
唯
り
是
れ
等
の
も
の
自
體
の
發
達
に
徵
し
て
の
み
了
^

せ
ら
れ
得
る
も
の
と
觀
る
が
故
で
あ
る
。(

p
k
i
o
。

著
者
は 

章
を
分
つ
'こ
と
士
ハ
、
第 
一t

社
會
進
化
と
.社
會
思
.想」

、
第
一
.一

「

富
と
人
間
の
勤
勞J 、

第
三「

經
濟
的
個
人
主
義」

、
第

四

『

財
靡
と
富 

.
の
分
配
し
、
第
五「

社
會
改
革
運
動」

、
第
六「

經
濟
的
國
民
主
義」

、
第
七「

人
.ロ」

、
第
八「

坐
產J 、

.

第
九「

風
値」

、
第
十「

地
代」

、
第
. 

十

一「

利

子」

、
：
第

十

二1賃
銀」

、
第
十
三
.
'
.
:
刺
潤」

ク
第
十
四「

貨
幣」

、第
十
五「

好
景
氣
と
不
景
氣」

第
十
六
、「

經
濟
學
の
對
象
と
方
法」 

と
が
是
れ
ヤ
あ
り
、
更
ら
に
之
れ
に「

同
想」

及
：び「

參
考
書
乱」

を
加
べ
て
.ゐ
る
。
索
引
を
も
合
す
る
時
は
實
に
七
百
六
.十
六
頁
に
及
ぶ

尨
大
な
.る
著
作
で
あ
る
0
.
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■

.

人
間
の
|1
念
の
進
步
が
社
會
制
度
の
進
化
を
支
配
す
各
か
、
若
し
ぐ
_ば
又
、
.思
想
が
其
'れ
自
體
社
會
的
環
境
-

~而
し

.
て

特

に

經

濟 

的
環
境
.
-に
ょ」

つ
て
說
明
せ
ら
る
、
か
。
.本
書
の
.著
者
は
.、.

へ
ー
浐

ル

及
び

マ

ル
ク
.ス
m

i
つ
.て
代
表
せ
.ら.る
、
是
.れ
等
極
端
に
走
す
る 

の
.嫌
ひ
あ
る
兩
理
論
の
孰
れ
を
も
支
持
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
'唯
だ
單
に
諸
觀
念
2
入

.々
の
.生
く
る
諸
條
仲
と
'■の

掘
に
明
白
な
る
關
係 

の
存
す
る
こ
と
を
認
め
、'而
し
て
、
' 本
書
の
全
般
を
通
じ
.て
是
れ
等
兩
者
間
の
關
係
を
强
調
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
.で
あ
る
。
而
し 

て
、
'彼
れ
は
先
づ
劈
頭
の
第1

章
に
於
い
て
ソ
以
下
細
目
に
苴
.れ
る
諸
硏
究
が
適
合
せ
.し
め
：ら
れ
得
る
社
會
史
及
び
社
會
思
想
の
背
景 

を
興
べ
ん
こ
と
を
企
圖
す
る
。
彼
れ
を
、以
つ
て
觀
れ
ば
、是
れ
迄
、
リ
ス
ト
、
七
ル
デ
ブ
ラ
ン〉

卜
、4
:
:ル
ギ
ン
、
.ビ
.ユ
，ッ
ヒ 

'ャ
ー
等
の
'諸 

擧
者
に
ょ
づ
て
行
は
れ
た
歡
段
階
の
連
續
と
し
て
社
會
史
を
叙
述
す
.る
に
ょ
つ
て
之
れ
を
豹
說
.じ
單
純
化
t-
■ん
.と
す
る
幾
多
の
企
_
が 

.存
し
.て
居cv

た
の
で
あ
る
が
、
而
も
：、
人
間
進
化
の
經
路
は
這
般
.の
方
法
に
於
い
.て
十

分

に

.描

寫

せ
.
ら
：る
\
に

は
.餘

り

に

複

雜

で

あ
つ 

た
こ
'と
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。「

歷
史
は
經
濟
的
及
び
其
の
他
の
諸
要
素(

の
合
成
物
で
あ
る」

。
ろ
p

k.

)

。

.
:

.
古
代
希
臘
及
び
羅
馬
哲
擧
者
中
の
或
る
者
並
び
に
後
世
の
社
#
契
約
論
者
其
の
他
は
原
始
生
活
の
恙
礎
を
以
つ
て
個
人
主
義
的
な
り

と
觀
る
。
か
の
羅
馬
人
ル
ク
レ
チ
ウ
ス
.の
哲
學
詩

0
6 re

n

 

nature

•
英
國
の
政
治
哲
學
者
ト
ー
マ

ス

•
ホ
ッ
ブ
ズ
のL

e
v
i
a
t
h
s

..
 

.
 

.
 

.

，及
'ア
ビ
ユ
ッ
ヒ
ャ
ー

p

s
fDEntstehung

皆
"Volks wirtschafr
の
如
き
は
孰
れ
も
斯
く
.の
如
く
主
張
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
 

而
も
、
本
書
の
著
者
は
、
原
始
民
の
間
に
於
け
る
輓
近
の
探
究
が
.這
般
の
見
解
に
祧
戰
す
る
も
の
と
做
し
、
ミ
V
 

ノ
ウ
ス
キ
ィ
及
び

.フ 

ァ
ー
ス
を
引
闬
し
て
、'總
べ
て
の
證
左
が
最
も
幼
稚
な
る
文
化
に
於
い
て
す
ら
社
會
生
活
の
存
し
た
る
事
實
を
指
示
す
る
旨
を
說
い
.て

彼
れ
は
社
會
及
ぴ
H-
家
成
立
の
諸
理
論
に
關
し
て
述
べ
た
る
後
、(

P
P
-

 

1
1
-
1
5
0
、

杏
ft
'
-地
中
海
文
明
を
叙
し
、
族
長
社
會
よ
り
始

_

な
て
い
餐
め
都
市
國
家
ゝ
ア
レ
ク
ザ
ぞ
ト
ゲ
ス
及
‘び
羅
^
 ̂

(

I
 
?
 

1
9
0

0-
佐
代
埃
及
は
權
威
的
國
家
と
稱
.せ
.ら
れ
得
^
も
の
で
あ
る
が
、
希
臘
及
び
羅
馬
文
明
は
個
人
主
義
に
向
っ
て
移
行
し
、
商
工
業 

±
發
達
し
：
羅

馬

人

の

議

的

證

の

後

に

，

一
千
年
に
.苴
れ
る
封
建
的
分
權
の
中

.1
1
1:

:社
會
が
現
れ
た
。
中
世
を
通
^
て
偉
大
な
る
勢
• 

ヵ
を
贬
っ
-農
督
敎
會
の
敎
旨
は
環
境
の
變
化
に
應
ず
る
が
爲
め
に
絕
ぇ
-^
調
整
せ
ら
れ
た
。
最
初
は
現
世
的
事
項
に
關
し
て
永
續
的 

政
策
を
築
き
土
げ
ん
と
す
る
如
何
な
る
要
求
^
存
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
'で
■あ
る
が
、
時
の
經
過
と
共
に
組
織
的
敎
會
は
存
-*
す
る 

に
.至
り
、
.
.公
の
承
認
を
受
けV

、
.

人
間
行
爲
の
一
切
に
亙
っ
て
理
想
：

s

嚮
導
原
理
を
與
へ
ん
こ
と
を
企
圖
.し
た
。(

？

I
S
O
.
7

,

次 

い
へ
で
著
# *

は
封
建
制
度
の
崩
壊
、敎
會
權
威
の
衰
退
、新
敎
運
動
に
就
v>
て
.述
.ベ
V
.

宗
敎
改
革
を
以
っ
て
.宗
敎
的
解
釋
に
於
け

る

個
人
主 

.義
の
興
趄
を
表
示
す
る
も
の
と
1
く
0
:宗
敎
改
革
は
敎
會
の
國
際
的
單一

性
を
破
壌
し
、.
而
し
て
其
の
成
功
を
見
た
る
國
々
に
於
い
て 

は
、宗
敎
組
織
は
民
族
的
國
家
と
結
合
せ
し
め
ら
る
X
こ
と
< 
爲
っ
た
6近
世
民
族
，國
象
の
興
趄
は
經
濟
思
想
及
び
經
濟
政
策
中
に
反
映 

せ
ら
れ
た
。
普
通
に「

重
商
主
義」

A
J

し
て
知
ら
る
、
も
の
は
其
の
結
果
で
あ
各
.0(

p
p
,OJ
o
-
3
9
o
o 

.第
十
七
世
紀
及
び
.其
：の
‘以
後
に
於
い
て
、
專
制
主
義
、
人
民
の
經
濟
活
動
の
國
家
管
理
.は
、
英
國
其
の
他
の
風
々
に
於
い
て
は
、
民 

¥
主
，義
、
.個
人
主
義
に
道
を
譲
っ
た
。
近
世
經
濟
學
.の
基
礎
は
置
.か
れ
た
。
然
もV

新
た
な
る
諸
觀
念
は
批
判
な
く
し
て
受
け
容
れ
ら 

h
る
.と
と
が
な
か
っ
た
。
反
對
說
は
浪
漫
主
義
啻
、

へ
ー

.ゲ

ル

學
徒
及
び
社
會
主
義
者
の
間
に
起
っ
た
。
，初
期

'<
0

截
督
敎
哲
學
者
等
と 

等
し
く
，、.a 

.ッ
ク
及
び
ル
.ソ
丨
は
人
々
の
間
に
於
け
る
.先
天
的
平
.等
げ

贬

理

を

表

明

し

，た
。

へ

1

ゲ
ル
及
び
彼
れ
と
同
時
代
の
.獨
逸
哲 

學
者
等
は
斯
く
の
如
き
見
解
を
承
認
す
る
こ
と
を
担
ん
だ
o
獨
逸
の
浪
漫
主
義
者
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ•

フ
ォ
ン
•
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
印
度 

'の
種
姓
制
度
に
好
意
を
寄
せ
、
而
し
て
慈
善
に
關
す
る
基
督
敎
的
理
I

を
以
っ
て
階
級
の
分
岐
を
是
認
す
る
名
の
と
す
ら
觀
じ
た
。
人 

々
は
不
f
等
で
‘あ
り
'
社

會

.は

指

導

の
地
位
及
び
能
力
を
有
す
る
個
人
若
し
く
は
集
圑
に
ょ

つ
て
支
配
せ
ら
る
、
も
の
'で
あ
る
.

(

.若
し 

».
>

マ
ン
ド
ふ
ィ
ッ
デ
|

ヵ
'
1
.著『

經
濟
擬
.念
史』

：

. 

八
七
：.

(
1
|
ー
八

|
>

ト

! ；

ふ 1  

!?!■

f

け ;

m

I

)

I

\



w
:ド
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一
卑
-
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ぢ
鐸
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鸛
念
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'
人

.

A
八

O

 
ニ 

<

5

.
V

ば
支
配
せ
b

る
可
き
も
の
で
あ
る)

と
1
K
X
M I
-

念
は
一

定
の
著
者
等
：に
よ
つ
て
發
達
せ
し

め

ら

れ

た

o

マ

ル
ク
ス
に
.よ
つ
'て
組
織
的 

•■に
表
明
せ
ら
れ
.た
隙
級
政
治
の
學
說
は
其
の」

例
で
.ぁ
る
.
o 
.佛
蘭
西
の
宗
敎
史
家
エ
ル
ネ
ス
ト
.
•
ル
ナ
.ン
、
：獨
逸
の
哲
.學
者
ブ
リ
1
ト 

リ
ッ
ヒ
•ヴ
ィ
ル
へ
ル
ム
•
ラ
ー
チ
チ
ゑ
び
伊
太
利
餌
の
政
治
哲
學
者
ゲ
タ
ノ 

•モ
ス
ヵ
及
.び
社
#
學
者
■經
濟
學
者
ヴ
ィ
ル
フ
レ
ド
•
パ 

:

レ

ー

ト

は

別

箇

の
.進
路
を
取
つ
た
。
.彼
れ
等
の
意
見
.に
據
れ
ば
、
社
會
的
支
，
配
に
.於
け
る
重
要
な
る
要
素
は
、
W

ル
ク
ス
の
主
張
す
る 

が
如
く
、
經
濟
的
條
件
で
は
な
く
し
て
、
/人
間
的
品
質
.で
あ
る
。
最
近
の
H-
十

牢

は

.、
英

米

の

如

き

自

由

放

任

主

義

が

廣

汎

な

る

承

認 

を
受
け
た
る
.國
々
.に
於
い
.て
す
ら
•
個
人
主
_
及
び
&
由
放
任
主
義
か
ら
、
何
等
か
の
形
態
に
於
け
る
國
家
規
則
に
向
つ
て
移
行
せ
ん 

と
す
る
顯
著
.な
，
.る
傾
向
を
示
し
た
。
個
人
的
.自
由
は
害
悪
に
よ
つ
て
伴
は
れ
た
。
社
會
の
要
求
す
る1'

定

CO
貨
物
若
し
く
は
勤
務
は
私 

企
業
に
よ
つ
て
供
給
せ
ら
る
ム
こ
と
が
•な
か
つ
た
。
社
會
的
に
觀
て
，非
難
せ
ら
る
可
き
欲
求
は
恣
に
滿
さ
れ
た
*
唯
り
兒
童
の
み
な
ら 

ず
、薄
弱
.な
る
經
濟
的
地
位
.に
在
る
.
.成
年
す
ら
捧
取
か
ら
自
已
を
防
護
す
る
こ
.と
が
出
來
な
.か
つ
た
。
强
大
な
る
獨
击
は
#
在
を
見
る
に
- 

至
り
、
.消
費
者
の
失
費
.に
於
い
.
_て
其
の
所
有
奔
等
を
富
裕
な
ら
し
め
た
。
斯
く
て
'
政
府
は
、'1 .

方
に
於
い
て
は
個
々
の
生
靡
者
等
の 

.

.行
爲
を
取
締
る
が
爲
め
に
、.
又
、
■他
方
に
於
て
は
官
營
生
產
を
以
つ
て
是
れ
等
.の
も
の
を
補
充
^
る
が
爲
め
に
其
の
步
を
踏
み
■入
れ
た 

.の
で
あ
る
。
.一
千
九
百
十
四
年
よ
り
十
八
年
に
互
つ
た
世
界
大
戰
並
ぴ
に
ー
千
九
百
.ニ
十
九
年
の
末
に
始
ま
る
世
界
的
不
況
は
這
般
の 

發
達
に
對
し
て
犬
な
る
刺
戟
を
與
へ
た
。(

p

?-39:.570o 

V 

’

H

•

'
、第一.1

章
に
入
つ
.

V
、

著
者
ゆ
富
に
對
す
る
人
間
の
態
度
が
多
大
な
る
^
化
を
示
し
た
る
と
と
を
說
き
、
.先
づ
原
始
民
が
何
等
大
な
る 

程
度
に
於
い
て
侗
人
的
利
得
.に
.誘
は
る
\
も
ひ
に
非
ざ
る
こ
と
よ
り
說
き
起
し
て
'、
原
始
生
活
に
於
け
る
諸
剌
戟
物
に
就
い
て
述
べ
、 

文
明
の
發
達
に
伴
へ
る
諸
欲
ぎ
の
墙
進
を
論
じ
，
次
.い
で
古
代
哲
學
者
及
び
後
世
に
於
け
る
基
督
敎
傳
道
酿
等
は
嚴
冽
な
る
態
度
を
以

:嫩 齡 p m 菊 ^ ^啊 & V ふ ; び ふ ぶ

,
 

I
 

.
 

.
 
*
 

'
 
.
 

-
 

•
 

.
 

.
 

• 

-

?
て
富
0,
追
求
.を
批
判
せ
る
も
、
而
も
、
斯
く d

如
き
見
解
が
.十
分
に
其
P
時
代
の
マ
般
的
意
見
.を
反
映
す
る
も

，

の
と
は
信
じ
難
き
こ 

と
.̂
說
く
。
'
'

(pp. 

,
soo
3
.

〕

o
.著
.若
は
宗
敎
改
革
と
資
本
主
_
の
興
歡
收
'就
.い
て

述

，ぺ

た

る

後

、

.
重
商
主
義
客
等
.が
個
人
的
富
を
國
家 

の
必
要
と
亂
惟
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
從
屬
せ
し
め
ん
こ
と
を
、主
張
し
た
る
旨
を
論
ず
る
。
.
.

(

夸

泛

台

，

〕

？

著
者
は
軀
が
て
近
世
に
於
け
る
快
樂
說
の
復
歸
を
，說
き
、
ベ
ン
サ
ム
が
效
用
遞
減
の
原
理
を
表
明
し
て
現
，代
經
濟
學
に
對
し
.て
合
理 

的
薪
礎
を
供
：̂
せ
る
こ
と
を
論
ず
る
。(pp. :

9
5
-
1
1
9
.
)
o

次
い
で
、
攸
れ
は
富
に
_
す
る
古
典
學
派
の
觀
念
に
對
す
る
批
判
を
觀
る
。
. 

ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
は
公
富
と
私
富
と
の
間
の
矛
盾
を
指
摘
レ
た
。

マ
，ク£1 、

ウ
ド
は
、
古
典
派
の
經
濟
學
者
が
、
權
利
の
如
き
、
貨
物
に
も 

勤
務
に
も
非
ざ
る
有
價
値
物
件
^

2
」

よ
り
排
除
*

こ
と
を
攻
擊
し
た
。
ト
ー
マ
ス
•
力
I
フ
イ
ル
、
ジ

•
ン
•
ラ
ス
キ
ン
、

へ
ン
リ 

ィ
•デ

ー

ヴ

：ィ

ツ

ド
•
ソ
ロ

ー

等

の.浪
漫
主
義
者
及
び
ソ
ー
ア
ス
ク
イ
ン
.
•■>
/

エ
ブ
レ
ン
：等

の

制

，度

主

義

者

は

：、
富

の

.研

究

が

全

體

と

し

て 

の
生
活
の
其
れ
に
結
合
せ
し
め
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
々
と
を
主
賬
し
た
0、.快
感
及
，ひ
者
痛
理
論
は
心
理
學
者
間
に
於
け
る
其
の
聲
價 

を
減
じ
、：.而
し
て
釙
人
的
心
性
及
び
社
會
的
慣
習
の
如
き
要
素
は
人
間
の
剌
戟
物
と
しY

强
調
せ
ら
れ
た
。
斯
く
て
ジ
>

ヴ
ォ
ン
ズ
の 

快
樂
主
義
は
閑
却
せ
ら
れ
、
.若
し
く
は
全
然
拋
棄
せ
.ら
る
X
に
す
ら
至
つ
た
。.
.
.
彼
れ
の
快
感
及
び
若
痛
の
箅
法
.は
市
場
に
よ
つ
て
測
定 

■せ
ら
る
ム
，
が

如

き

收

益

及

：び

費

用

の

其

れ

に

變

形

せ

.し
め
ら
れ
た
。
ジ
ェ
.ヴ
ォ
ン
：ズ
の
行
へ
る
が
如
く
*
麵
雜
の
如
き
'、
.1

•貨
物
の
連 

續
的
單
位
に
よ
つ
て
興
へ
.ら
.る

、
快

感

若

し

ぐ

は

效

用

に

各

げ

る

.漸
次
的
減
少
■と
之
れ
を
取
得
す
る
が
.爲
め
に
必
要
な
る
生
糜
的
活 

動
よ
如
生
じ
つ
、
あ
る
苦
痛
若
し
く
は
不
效
用
め
變
化
を
示
さ
ん
セ
と
を
企
圖
せ
タ
曲
線
を
引
く
代
り
に
、
.經
濟

學

者

等

は

依

然

•と
し 

て
曲
線
4

^
用
し
^-
が
ら
も
、
彼
れ
等
は
人
々
の
感
情
よ
り
も
寧
ろ
市
:#
-
-の
事
實
を
表
荥
す
る
こ
と
を
：：*
言
し
た
。：

是
れ
等
經
濟
學
者 

の
集
圑
中
に
劍
橋
大
學
の
ア
.ル
.フ
レ
：ブ
ド
*

>

1シ
'ャ
ル
、
：米
國
の
：エ
ツ
チ
‘
ジH 

•ダ
ヴH

ン
ポ
ー
ト
及
び
瑞
典
の
グ
ス
ク
-y
フ
■•カ
ツ 

セ
ル
が
I

，
而
も
、：

著
者
は
、
最
後
に
、
ダh

ツ
ト
.
シ
！

デ
ブ
ツ
キ
シ
y

.ン
の
行
へ
る
が
如
I

典
的
心
座
學
の
擁
_
に
就
.い
て

一
.
：

::
'

*

ド

マ

シ

ド

ふ

イ
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九
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八
四)

,

一
言
す
る
こ
と
を
怠
-?
.て
ゐ
な
い
.O(

p
p
.

vo5
-

1
.

3
9

.
)

o

/ '
:,

「

第
三
章
に
於
い
.て
、
#

漭
ぬ
近
世
經
濟
學
史
を)

以

づ

て

自

由

，放

任

主

義

の

興

隆

^
び
衰
退
と
し
.て
：約
說
せ
ら
れ
得
る
も
.の
と
做
し
、
. 

先
づ
：初
期
に
於
け
る
私
利
的
動
機
に
關
す
る
見
齡
ょ
が
始
め
て
、
道
學
者
、一

千
七
百
七
十
六
年
以
前
に
於
げ
る
英
國
經
濟
論
者
、
佛 

國
篮
農
主
義
者
.、：
ア
グ
ム
.
ス
.ミ
ス
の
鐵
濟
寧
體
系
に
於
'け
る
自
由
放
.往
主
義
の
：理
論
的
基
礎
を
觀
、經
濟
的
自
由
主
義
の
.實
際
上
收
め 

得
た
る
成
功
に
就
い
て
_

、

而

し

て

、

理

論

と

し

て

の

：自

由

敖

任

主

_
が

佛

人

フ

：レ

デ

リ

：ッ

>
 •

パ
ス
チ
ア
の
儲
著
忆
於
い
て
其
の 

高
潮
點
に
到
達
せ
る
と
^
を
說
く
。(pp, S

1
-
1
5

-?0
)

-.0

次
い
で
、
彼
れ
は
隹
由
放
任
主
義
の
衰
類
に
移
り
、，
ス
ミ
ス
す
ら
も
政
府
が 

i

定
の
經
濟
的
職
能
を
行
使
%
ざ
-る
を
得
ざ
.る
旨
を
容
認
し
、
.後
世
の
著
者
が
漸
次
其
_の
目
錄
を
擴
張
し
た
る
の
.事
實
を
述
.
.べ
、
而
し 

V
、
：

自
凼
放
任
主
義
.の

制

度

上

に

於

け

る

衰

退

に

就

い

，て

物

語

り

、

最

^

^
、
彊
箇
'干
涉
主
義
の
大
展
開
が
、其
.の
結
粜
の
一
と
し
て
、
 

:1

百
年
間
防
禦
陳
地
に
置
：か
れ
た
經
濟
的
個
人
主
義
を
.し
て
;#
び
攻
擊
的
地
位
.に
立

つ

,^
至
ら
し
め
た
る
こ
と
を
注
意
す
る
。
韓
に
英 

國
に
於
け
る
失
業
問
題Q.

權
威
サ
，1
‘ウ
ィ
リ
ア
ム
•
ベ
ッ
ヴ
ァ
1

彡
ッ
デ
、
倫
敦
大
學
の
ラ
ィ
オ
ネ

ル

•
ロ
 
.ビ
シ
ズ
及
び
填
國
經
濟
學
者 

ル
ー

ト

ヴ

.イ

ツ
ヒ
•
フ
ォ
.
/ン
表

1
ゼ
又
の
名
が
擧
げ
ら
れ
る
。(

&

•

1's
-
s
o
o .

.第
四
章
に
.於
い
.て
は
財
產
及
び
赏
の
分
配
#
取
り
扱
は
れ
る
,0「
人
間
の
歷
史
の
大
な
る
部
分
.に
亙
つ
て
.■所

有
權
は
絕
對
的
且
つ
個 

.

人
的
で
は
な
く
、、
社
# -
的
體
制
と
結
紫
せ
ら
れ
て
ゐ
，た
。
權
利
と
義
務
と
は
織
り
合
は
さ
れ
て
ゐ

た
-,
°

古

代

世

界

に

於

け

る

趨

勢

は

所
 

有
權
を
社
#
的
拘
束
ょ
t
解
放
す
か
に
向
つ
て
居
つ
た
が
、
而
も
、
其
の
過
程
は
遂
.に
完
成
せ
ら

る

、

こ

と■な
く
し
て
、

羅

馬
帝
國
の 

'

崩

壞AJ

共
に
逆
傭

し
.た
。：
封
建
の
制
度
は
財
產
關
係

が
至
要
部
分
を
成
す
複
雜
な
义
組
織
で
あ
つ
た
• 

°
第
十

七
世
紀
及
び
第
十
八
世
紀 

.
の
0

^.

K
於
け
る
國
王
專
制
政
治
の
衰
_

に
ま
る
迄
ば
、
.所
有
權
は
其
の
近
世
的
個
人
主
義
的
性
.質
を
享
有
す
る
と
と
が
な
か
つた

。

.

ぶ ;マ/ ,iン フ ，し' : o 人 ' ベ，へ ' ) ム ノ ぬ テ 广 4  rノンぺづ ソ‘V ハ し 产 7 iぐ ^ こ

 」 へ:二 ^

更
ら
.に
.近
時

に

於

い

：て
.は
反
對
の
方
向
に
赴
か
.ん
委
る
酿
然

_

傾
.向
が
存
:1
.
.て
居

つ

竞」

^

^

^

^

^

^

著
者
は
種
.々
な
る
時
代 

に
於
け
.る
A

々
壬
_
的
主
張
と
之
れ
'
.に
對
す
る
.反
對
論
と
を
述
べ
、
属
 

.
び
獨
逸
I

者
等
の
財
產
理
論
を
紹
介
し
、
浪
漫
主
|

等
が
、
へ
人
格
を
發
键
せ
し
あ
、
湖
人
を
m
會
杧
結
合
す
る
に
於
い
て
財
産
に 

よo

て
演
ぜ
ら
る
、
役
割
を
强
調
ゼ
る
と
と
を
說
き

、

更
ら
に
賓
の
.分
配
.に
於
け
る
功
利
主
義
的
見
解
に
及
び
、
土
地
及
び
摩
濟
的
餘
ゾ 

^.
の

諫

税

並

び

に

租

税

次

人

よ

り

す

る

私

所

得

に

對

す

る

政

府

の

補

給

に

就

.\
^
て

述

べ

、

而-1
.
て
近
時
.に
於
い
て
は
鍊
私
及
び
價
格
規 

】

が
到
る
^

.€
於
い
て
個
人
の
財
產
權
を
限
定
せ
名
こ
と
を
叙
す
る
。(

5

.

^

:

4

0

.

)

0 

' 

v
'v
-
ノ

第
五
章
は
社
會
改
革
運
動
を
主
題
と
す
f

の
で
あ
つ
て
、
遠
く
は
ブ
ラ
丨
ン
の
_

義
的
思
想
よ
り
近
く
は
#
太
利
姐
の
フ 

ァ
ッ
シ
.ズ

上及
び
獨
逸
の
國
民
的
社
會
主
義
並
び
に
他
の
諸
國
杧
於
け
る
^

^

に
對
應
す
る
諸
傾
向
に
及
ぶ
。(

w

v

第 

六
.章
に
於
い
て
は
經
濟
的

國

民
主
義
.が
取
り
扱
は
：.れ
.る
o 

'
古
代
希
臘
の
昔
よ
り
領
域
的
.自
給
启
足
に
賛
す
る
の
主
張
.が
存
し
て
居
り
、
 

而
し
て
中
世
は
高
度
の
經
濟
的
地
方
主
_
を
以
つ
て
特
•»
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
.
•
.
近
世
的
國
家
の
'
.興
起
と
共
に
、
中
央
政
府
の
規 

"
制
は
地
方
的
支
配
<
代
り
、
.而
し
て
經
濟
的
自
給
自
足
.の
政
策
は
到
る
.處
に
.於
い
て
.勵
行
せ
ら
れ
た
。
然
も
、
姻
人
的
富
の
極
大
化
が 

,
社
！j

的
目
的
と
し
て
承
認
せ
ら
る
V
と
共
に
、
經
濟
的
國
民
主
義
は
深
刻
.な
る

反

對

を

受

け

，得
可
き

>

 
の

と

爲

つ

た:-
0

栽

に

重

商

主

義
 

に
^
す
る
初
^
め
批
評
家
よ
り
、
ヒ

ユ

丄

、
重
農
學
派
、

ハ
リ
ス
.及
.び
ス
ミ
ス
r
至
る
意
見
が
窺
は
れ
る
。
，然
し
な
が
.ち

保

護

政 

.

.策

は

..個

人

的

富

の
見
地
よ
.り
す

る
も
猶
ほ
其

の
^
護
者
を
.有
せ
ざ
'る
も
.の
で
は
な
か
つ
た
。
斯
く
て
箸
者
は
近
代
に
於
け
る
保
護
、王
義 

の
理
論
を
紹

介

し

、
へ
ア
レ
.ダザ
：ン
ダ
1

ハ

ミ

ル
ト
シ
、
フ

リ

ー

ト

リ-'
>

ヒ
；，
リ

ス

ト

叉

.び

ジ

«

ン
•
ス

チ

.ユ
アー
ト

•
ミ

ル

の

名

と關
聯 

.せ

る
幼
稚
產
業
保
護
論
並
び
に
杓
國
業
務
論
及
び
自
然
的
資
源
保
全
論
に
就
い
て

膽
|

し

、

而

し

.
て
現
代
に
於
け
る
經
濟
的
國
民
主
義

•

. 

产
 

. 

' 

.

の
發
達
に
言
及
す
る
a ( 

p
p
.
's
s

l

s

.

^

:
;
, 

、

丨

,
.
〒
ド
マ
ン
r

ホ
イ
ッ
.
テI

t
著
3

濟
觀
念
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第
七
章
.
•人
.ロ」

に
.於
い

，て

は

、
，
人

ロ

齓

限

を

目

的

と

せ

る

.蠻
揭
の
慣
行
に
筆
を
起
し
、
古
代
哲
學
者
、
中
世
神
學
者
及
び
近
世
初
期 

'
に
於
け
る
思
想
家
の
言
說
を
叙
し
、
：所
謂
政
治
算
術
家
の
行
'へ、る
硏
究
に
及
び
：、
次
い
で
、
マ
ル
サ
ス
の
先
驅
者
及
び
マ
ル
サ
ス
其
の 

人
の
人
ロ
理
論
に
就
い
て
述
べ
、
更
ら
に
、
マ
.ル
サ
ス
の
原
理
に
對
す
る
バ
ス
チ
ヤ
、
ケ
ー

?

1

及
び
へ
ン
リ
ィ
•
デ

b

1

デ
等
の
攻
擊 

敗
び
に
へ
ン
リ
ィ
•
シ
デ
ウ
ィ
ッ
ク
に
よ
っ
て
其
の
‘邀
礎
を
與
へ
.
.ら
れ
た
人
口
に
關
す
る
最
適
度
理
論(the 

o
p
t
i
m
u
m

 

theory of., 

population 〕

及
び
、
よ
り
高
き
生
活
の
檩
準
は
出
產
數
を
減
少
す
^
と
做
す
の
理
論
に
及
び
、
最
後
に
.、
最

近

米

國

の

坐

物

學

者

レ

-丨 

モ
.

X

ド
:
•
パ
J

ル
に
よ
っ
て
表
明
せ
ら
れ
た
典
型
的
に
は
人
n
.'c
o
墙
進
.は
扁
卒
に
し
て
且
っ
傾
斜
せ
.る
S
字
型
の
曲
線
狀
を
成
す
と
沄 

，ふ
、の
說
を
紹
介
し
：
而
し
.て
、
人
口
問
題
が
其
の
本
質
に
於
い
て
變
化
を
来
し
，
マ
ル
サ
ス
の
說
け
る
人
口
過
多
の
危
惧
は
變
じ
て
、
 

富
と
敎
育
.の
程
度
高
き
社
會
階
級
間
に
於
け
る
出
生
率
減
退
に
基
く
質
の
俾
下
の
薆
慮
と
爲
り
、.
更
ら
に
.出

生

の

減

退

が

下

層

社

會

階 

級
に
も
及
ん
だ
が
爲
め
に
、
茲
に
.質
の
.麗
は
其
の
重
要
性
5:
.減
少
し
て
、
種
>
.な
る

國

民

.の

間

に

於

け

る

出

生

率

の

相

違

に

由

る

出 

生
減
退
國
に
於
け
る
人
口
過
少
の
恐
怖
と
化
せ
る
と
と
を
强
調
す
る
。(pp. 

320-3,5

00。.
-

,

: 

'
 

.

五

-

'

•

第
八
章
に
入
づ
て
、
著
者
は
生
産
を
主
題
左
し
、「

如
何
な
る
職
業
が
人
的
努
力
の
究
竟
目
的
.に
適
す
る
か」

の
問
題
に
對
す
る
古
代 

锊
學
者
’
敎
會
諸
學
者
及
び
重
商
主
_
者
等
の
意
見
を
述
べ
、
次
い
で
.

「
如
何
な
る
業
務
が
生
產
的
と
し
.て

類

別

せ

；
ら

る

、
を

.得
る
か」 

<D
問
題
に
對
.L
.
て
近
世
經
濟
擧
寒
の
與
へ
た
る
解
答
を
叙
し
、
.'
.第
三
に「

如
何
な
る
も
の
.が
生
產
の
.要
素
と
看
做
さ
る
可
き
か」

の
問 

.
題

に

對

す

る

諸

家

の

所

論

を

紹

介

し

、
最

後

に

、

收

益

法

則

に

論

及

，
：

T

收
益
遞
.減
原
理
、
：收
益
遞
增
原
理
、
及
：び
兩
原
理
間
の
關
係 

に
就
い
て
，學

說

史

的

考

察

を

與

ベ

る

o:
彼

れ
は
、
；是
れ
等
の
法
則
の
靜
的
及
び
動
的
方
面
が
區
別
呛
ら
れ
、
.而
し
て
.是
れ
.等
の
も
の
が 

啻
.だ
に
土
地
：に
對
す
る
勞
働
及
び
資
本
の
比
率
に
逾
用
.せ
ら
れ
得
る
の
み
な
ら
ず
、
工
業
的
設
備
の
大
さ
及
び
企
業
の
規
模
の
如
含
他

-の
_
問
題
に
も
亦
適
用
せ
.ら
れ
得
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
名
。
<
辱

:̂
0
-
4
0
3
0-

--
0

:.
*

'

第
九
章
め
主
題
ぼ
儐
値
で
:|
>
.る
。
'著
者
は
原
始
»
會

に

於

：け
：
る

交

換

及

び

評

價

に

筆

：を
起
し
、
て

\
古
代
希
臘
哲
學
者
.の
^̂
^

:

格
決
定
.の
倫
理
的
基
礎
及
び
基
#
敎
神
學
者
の
：正
價
槪
念
を
說
け
る
後
、
近
世
の
競
#
價

格

，理

論

に

人

る

。

最

初

の

競

举

價

格

理

論

は 

.

市
場
の
供
給
及
.び
需
要
.に
基

礎

を

置

：い

た

•の
.で
あ
る
が
ぃ
而
V
、
*
が
て
表
面
的
說
明
を
以
づ
て
滿
促
す
を
^

產
條
件
に
.解

答

を

求

め

た

。
.斯
く
て
.、
；
力.：

V

チ
ロ
.ン
及

び

ア

グ•ム
‘
ス
'ミ
ス
の
生
產
費
說
は
生
じ
：た
。
次
い
-で
著
者
は
ロ
ッ
ク
よ
り
リ 

\

力
t

ド
オ
を
經
'て
、
.
マ
ル
ク
‘ス
に
'至
る
勞
働
價
値
學
說
發
達
.の
^
を
_尋
ね
、
轉
じ
て
、
.資
本
を
以
.っ
て

過

去

ゆ

勞

働

.に

歸

す

る

こ

と

な 

.く
、
'利
^
を
以
っ
て
制
欲
に
對
す
る
支
拂
と
看
做
し
て
勞
働
說
よ
り
離
れ
た
る
シ
ィ
ン
ー
ィ
オ
ア
及
.び
ジ

CC
.•
エ
ス
i

ル
の
坐
產
費
說
を 

'

解
說
し
、
古
典
的
亂
際
價
値
理
論
に
觸
れ
、
.苋
ら
に
限
界
效
用
說
の
發
生
.及
'び
發
展
を
說
き
、
-
マ
ー
.シ
ャ
ル
の
綜
合
的
，理
論
、「

供
給
曲
. 

線

の

反

轉

し

得

る

と

と

」

を

認

め

て

、
：依

然

激

用

の

、壬

位

を

主

張

?*
:
る
琰
太
利
學
派
及
：び
ゥ
プ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
.の
學
說
及
び
レ
オ
ン
•
ヮ 

\

.ル
ー
フ
ス
.
.に
遡
り
:#
-
.る
數
理
的
：均
衡
理
論
並
び
に
眼
界
學
說
に
.
.對
す
る
批
鲱
的
學
識
に
就
：い
て
物
語
る
0 .

著
者
は
更
ら
に
獨
占
を
論
じ
、
 

初
期
の
獨
占
的
地
位
よ
り
始
め
て
、
經
濟
學
者
が
自
的
競
爭
の
普
遍
的
に
非
ざ
る
こ
と
を
：感
知
し
、
次
第
に
大
.な
る
注
意
を
長
期
及
び 

'
.

_

短

期

の

獨

击

的

狀

態

に

挪

ひ

：っ

、
あ

っ

た

事

實

を

述

べ

.、.
次
.い
で
.限
界
理
論
を
擴
漲
し
て
所
謂
不
完
全
競
爭
を
も
包
含
せ
ん
と
す
る
企
' 

圖

の

行

は

れ

だ

；

こ

，と

を

說

く

.0
然
も
'
社
會
は
次
第
に
、
.競
爭
的
な
る
と
獨
占
的
な
.る
と
を
問
は
ず
、
市
學
の
作
用
に
對
し
て
不
滿 

.

.を
示
し
、
政
府
の
規
韻
が
重
要
の
地
位
を
占
む
.る
と
と
、
爲
っ
た
プ
斯
く
て
著
#
、は
價
格
籁
制
に
就
い
で
苒
論
し
、
.最

後

に

集

產

、
ぞ
義 

.

經
濟
に
於
け
る
價
値
.の
_
題
を
取
り
扱
ふ
。
.：.

(

？

：4
0,
5
.
4罗

^

.

^

第
十
章
凇
於
い
て
は
、
：初
期
の
社
會
に
於
け
る
土
地
、
封
建
時
代
よ
り
始
ま
.る
土

地

制

度

の

進

化

、
，，商

的

土

地

貸

斑

の

起

源

及

び

第 

.

+
七

八

，世

紀.+に
於

け

る.地
代

に

就

い

て

述

バ

た

る

後

、

近

代

的

地

代

理

論

に

論

入

し

,\
リ

カ

ー

ド

オ

地

代

說

の

出

現

と

之

れ

に

對

す

る 

:ェ
ド
マ
シ
す
ホ
ィ
|
:
.
1
.

ヵ
：1
著『

經
濟
觀
念
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ド
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念
史
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二
八
八>

攻
擊
と
を
說
ぎ
、
^
し
て
*
近
に
於
け
る
地
益
規
に
及
.ぶ
。〈

p
p
,

fe;
7
-
5
r
5
;
^

第
十
.
.

r

章
に
於
い
て
は
、：
古
代
及
び
4*
-
世
に
於
け
. 

'
'る
反
利
子
思
想
、
宗
敎
改
革
の
影
響
、
中
世
以
後
に
於
け
'る
利
子
規
制
搾
取
說
.：•貨
幣
に
裔
す
る
需
要
供
給
說
•資
本
の
供
給
即
ち
待 

へ
時
說
等
.の
近
代
利
子
學
說
、
'資
本
の
供
給
曲
線
の
靈
、
長
期
及
.び
短
期
の
利
子
、
シ
*
ン
ぺ
1
タ
1
及
.び
グ

丨

ン

ズ

の

'學

說

等

に

就 

い V

述

べ
^

。C
P
P
'
2
6
-
5
6
4
.

 )

,°

第

十一

一
章
に
於
い
七.は
、
奴
隸
及
び
隸
民
、
並
へ
びU

中
世
社
會
組
緻
崩
壊
以
後
に
於
け
る
自
由
勞
働
市
場
の
^
化
に
就
い
て
略
述
せ 

る
後
、
.叢
の
一
般
率
に
關
す
る
諸
璉
論
を
取
り
扱
ひ
、
逐
次
生
# -
費
歌
*

銀

基

金

說

，
殘

差

說

_
限
界
生
產
カ
說
を
論
じ
、次
い
で
差 

別
賃
銀
理
論
に
入
り
、
カ
ン
チ
ロ
ン
、’
ハ
リ
ス
及
び
ス
ミ
ス
，
リ
カ
ー
ド
オ
及
び
マ
ル
ク
ス
、
シ
ィ

-

ィ

オ

ア
及
び
ミ
ル
、

W
ン
グ
フ
ィ 

I

ル
ド
及
び
ケ
ア
ン
ズ
め
見
解
を
紹
介
し
、
，最
後
に
現
代
に
於
け
.る
慣
習
及
び
官
憲
に
ょ
つ
て
規
制
せ
ら
る
、
賃
銀
に
就
い
て
一
言
ず 

る
。(

p
p
/
s
e
s
Q
o
o

第
十
3:
章
に
於
い
て
は
、
.企
業
所
勝
を
其
の
_
成
部
八
刀
に
分
拆
せ
ん
と
す
る
企
圖
ょ
り
筆
を
進
め
て
、
利
潤 

.に
對
す
る
諸
學
者
の
意
見
を
考
察
し
、
餘k

說
疋
办
危
險
報
償
說
を
觀
、
而
し
て
最
•近
に
於
け
る
企
業
の
公
規
制
及
び
利
潤
の
統
制
に 

5

o

(

i

0

i

〕

o'
;
r
.

■-
.
:
、
、

.

:

■
 

:
ノ

.
第
十
四
章
は
貨
幣
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
著
者
は
先
づ
古
代
社
會
に
於
け
る
貨
幣
及
び
銀
行
‘
中
世
の
.貨
幣
問
題
、
通
貨 

の
改
惡
、
西
領
蓝
米
利
加
ょ
り
の
貴
金
屬
流
入
、
物
價
の
騰
貴
、
數
量
說
の
出
現
、
重
商
義
的
貨
幣
理
論
、
數
量
說
の
適
用
に
據
る 

貿
易
均
龢
論
の
擊
被
、
ジ
.
»
ン• 
ロ
ー
等
の
發
券
銀
行
設
立
办
提
案
第
十
七
世
紀
末
に
於
け
る
平
價
切
下
げ
論
名
と
厮
位
復
舊
論
者
と 

.'

の
間
の
^

申
に
就
>
セ
述
ベ
、

M

し

て

.
，
，
一
定
の
近
代
的
學
說
の
'基
礎
が
置
A

れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
戰
役
時
代
•に
於
け
る
通
貨
問
題
の
討 

究
に
#.
及
す
る
4 

.
リ
カ
1

K
.ォ
は
芯
貨
の
，
價

値

に

對

し

:*
c
は
其
o:
勞
働
價
値
說
t
適
用
.
.し
た

が

、
"
不

換

紙

幣

價

値

の

說

明

に

關

し

て

は

:

1

.

.

m

に
數
量i

み
I：
-
見
た
。
'
へ
ン
リ
イ
，
ソ
ー
.ン
ト
ン
等
は
堆
方
鈒
行
<0
手
形
發
行
と
湳
貨
價
値
下
落
と
の
間
.の
關
係
及
び
不
換
孰
幣
增 

發
下
に
於
け
名
外
國
爲
替
の
問
題
に
關
し
て
重
要
な
る
寄
與
を
爲
し
た
。著
者
は
進
ん
で
、
.ー
千
八
百
一

1

十
一
年
以
後
に
於
け
る
貨
幣
理 

.論
を
檢
討
し
、
貨
幣
M
M-
に
關
す
る
生
產
費
說
、

一
千
八
百
四
十
四
年
に
於
け
る
英
蘭
銀
行
組
織
並
び
に
發
潫
制
度
改
革
問
題
と
關
聯 

せ
る
通
貨
主
義
と
銀
行
主
義
と
の
論
爭
、
銀
行
信
用
の
重
要
■性
增
加
•
正
金
と
物
價
と
’

：

の
間
の
關
係
■に
就
い
て
サ
ー
• 
ロ
バ
l

r
ギ
ッ 

フ

JC
.
ン
及
び
へ
ン
リ
イ
•
シ
デ
ウ
ィ
ッ
ク
の
拂
へ
る
注
意
-
ア
I
ヴ
ィ
ン
グ
•
フ
ィ
ッ
シ
ャ
の
數
量
方
程
式
、
一
千
九
百
十
四
年
以
後
に 

，於
行
る
爲
替
相
場
理
論
、'
貨
幣
價
値
に
關
す
る
限
界
效
用
理
論
並
び
に
ク
ナ
ッ
プ
の
貨
幣
國
定
理
論
及
び
權
威
的
通
貨
規
制
原
理
に
就 

い
て
述
べ
る
。
最
後
に
*
著
者
は
、
.慣
格
水
準
.に
著
し
き
變
化
を
生
じ
た
る
時
代
に
於
い
.て
、
斯
く
の
如
き
變
化
が
富
の
分
配
に
及
ぼ 

す
影
響
に
就
い
て
注
意
を
.喚
起
し
た
る
事
實
を
叙
し
\
而
し
て
之
れ
に
對
し
て
提
唱
せ
ら
れ
た
る
救
濟
策
を
類
別
し
て
、
慣
格
を
安
定 

な
ら
し
む
る
こ
と
を
企
圖
す
^
-も
の
と
、
契
約
を
し
て
®
格
の
.

g

動
に
逾
合
せ
.し
む
る
.こ
と
を
企
圖
す
る
も
の
と
の
ニ
種
と
做
し
.て
ゐ 

る 

o (pp. 

6
2
8
-
6
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'

第
十
五
章
.は
不
景
氣
の
：歷
史
に
始
ま
る
。
經
濟
史
家
は
不
景
氣
が
早
く
第
十
六
七
世
紀
に
於
い
て
英
®
に
現
れ
た
こ
と
を
說
い
て
は 

ゐ
る
，が
、
而
も
斯
く
の
如
.き
初
期
の
暴
落
が
果
し
て
那
邊
ま
で
近
代
的
景
氣
循
環
の
性
質
を
具
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
決
定
す
可
き 

證
左
は
不
充
分
で
あ
る
。
.然
し
.な
が
ら
、
明
か
に
周
期
敝
好
^
ル
.び
不
況
と
稱
せ
ら
る
甸
き
も
の
.、
記
錄
は
少
く
と
も
第
十
八
世
紀
に 

ま
で
遡
り
得
る
も
，•の
.で
.あ
る
P
第
十
七
八
世
紀
の
經
濟
論
者
は
或
ひ
は
貨
幣
多
け
れ
ば
業
務
活
潑
と
爲
る
と
觀
、
或
ひ
は
貨
幣
多
け
れ 

ば
利
子
^

.
す
.る
と
做
し
、
.又
或
.ひ
は
利
子
低
く
け
れ
ば
、
業
務
活
潑
と
爲
る
と
說
い
气
.著
者
は
重
商
主S

者
以
後
の
貨
幣
理
論
及

•
• 

• 

•
.
.
•
.
て

 

. 

. 

•
.

び
政
策
を
擧
示
し
、
栽
に
ヒ
其
1
ム
.
、

ソ

ー

ン

ド

ン

、
"ク

ヌ

ー

トf
'^
:
.ィ
ク
ゼ
ル
、
フ
ォ
ン
•
ハ
イ
エ
ッ
ク
：
、
,
ケ

ー

ン

ズ

及

び

ア

ー

ル
*
. 

デ

ィ
•;
ホ
：
丨
ト
リ
ー

等

の

：貢

献

K
說
く
。貨
幣
の
角
度
.よ
b
景
歲
循
環
を
說
明
せ
ん
と
す
る
も
P
に
對
し
て
主
た
る
競
爭
者
の
地
位
に
立 
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六

(

一
一
1
A
0

)

つ
：も
の
は
消
費
過
少
說
で
あ
るo

古
く
は
シ

ス
4

ン
デ
ィ
、

オ
I
,エ

ン
及
び
マ

ル
サ
ス
、

並
、び
に
ロ

 

I
ド

べ

ル

ト

ス

及
び
マ
ル
ク
ス

等 

よ
り
近
く
は
，ホ
ブ
ソ
ン
、
フ
ォ
ス
タ
ー
及
び
キ
ャ
ッ
チ
ン
ダ
並
び
に
ダ
グ
ラ
ス
の
名
が
茲
に
擧
げ
ら
れ
る
。
グ
丨
y

ズ
に
ょ
つ
て
表
明

亡
ら
れ
た
貨
格
的
說
明
は
消
費
過
少
の
觀
念
■と
.一
萣
の
.結
合
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
尙
ほ
企
業
家
心
理
學
及
ぴ
企
業
豫
測
の
困

+
• 

' 

. 

/
. 

. 

»

難
ょ
り
す
る
說
明
に
就
き
1
#し
て
此
2
早
を
獠
る
0
.

(

セ
1
>
. 

S
5
-
7
1
3
.
0
O

 

■<

■-

最
後
の
第
十
六
章
は
經
濟
學
の
主
旨
及
び
方
法
を
取
り
扱
ふ
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
先
、、つ
ア
リ
ス
.ト
テ
レ
ー
ス
、
中
世
神
學
者
、
重
商 

'
主
義
者
、
官
房
學
者
及
.び
政
治
算
術
家
の
著
作
に
現
れ
た
る
經
濟
學
ょ
り
，始
必
て
、個
人
的
富
の
學
と
し
て
の
經
濟
學
に
就
い
て
觀
る
。 

玆
に
.ホ
ッ
ブ
ズ
、

■ヒ

ム

、

■カ
ン
チ
ロ
ン
、
重
農
學
派
、
古
典
學
派
及
び
新
古
典
學
派
の
態
度
が
窺
は
れ
る
.。
次
い
で
、
著
者
は
古 

典
學
派
及
び
新
古
典
學
派
め
方
法
を
檢
討
し
て
、
歷
史
學
派
及
び
制
度
主
義
若
に
移
り
、
獨
逸
歷
史
學
派
1の
攮
頭
以
前
に
於
け
る
歷
史 

的

見

解

ょ

り

始

め
.て
、
獨
逸
學
派
及
び
制
度
主
義
奮
を
論
ず
る
.。
著
者
は
輓
近
に
於
け
る
國
民
的
經
濟
學
の
カ
强
き
復
活
、「

新
重
商
主 

_」

の
.歐
洲
大
戰
以
後
、
殊
に
又
、
一
千
九
百
三
十
年
以
後
に
於
け
る
强
化
を
カ
說
す
る
。「

國
民
的
經
濟
學—

是
れ
に
由
つ
て
ス
ミ
ス 

▲及
び
ジ1

ヴ
ォ
ン
ズ
の
個
人
主
義
的
經
濟
學
ょ
り
判
然
區
別
せ
ら
る
X
底
の
國
民
的
目
的
を
達
成
す
る
手
段
.の
.完
成
を
意
味
す
る
1

 

は
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に
進
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,

,種
々
散
る
社
會
的
背
景
の
前
.

k

躍
る
種
々
な
.る
經
濟
思
想
の
本
質
に
,
す
る
著
者
の
觀
察
は
必
、
ず
し
も
滦
邃
な
り
と
曾
ふ
を
得
な 

ぃ
。
諸
擧
派
の
企
國
せ
る
究
竟
目
的
及
び
諸
學
說
の
有
す
る
眞
意
義
に
就
い
て
は
著
者
と
意
見
真
に
す
る
も
の
が
必
ず
し
^
無
し
と 

.

し
な
い
。
古
代
ょ
り
中
世
を
經
て
近
世
.に
及

ぶ

經

濟

文

献

、の
涉
獵
：に

就

い

て

は

多

く

.の

.敬
意
を
表
す
可
き
も
の
.が
な
い
。
彼
れ
が
所
搨 

年
代
摩
的
方
法
を
棄
て
，
A
、
觀
念
學
的
方
法
を
採
つ
た
'が
爲
め
に
、

一

時
代
の
諸
||
.念
が
盔
體
と
し
.て
考
察
せ
ら
れ
ざ
る
の
憾
み
な
き

を
得
ざ
る
の
み
な
沦
ず
、
例
へ
ば
、「

財
座
及
び
富
の
分
配」

と
I
社
會
改
革
運
動」

、「

貨
幣」

とr

景
氣
變
動」

と
云
ふ
が
如

き

極

め

て

密

接

 

な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
す
ら
別
筒
に
論
述
>

ら
れ
た
が
濕
め
に
、
'
往
々
に
し
て
反
復
重
言
の
弊
に
陷
る
か
、
然
ら
ず
ん
ば
說
い
て
廷 

ら

意

i

な
し
.と
し
な
い
。
而
4

人
は
著
者
が
現
代
人
の
眼
に
新
奇
な
る
の
觀
ぁ
る
幾
多
の
觀
念
S

を

霉

存

在

な

る

こ

と 

をf

か
に
し
、
古
代
I

ょ
い
最
近
1

S

I

連
系

を

棄

し

得

た

含
I

深

く

證

ざ
i

得
な
い
。
殊
に
吾
人
が
怠
慢
に
.

て
注
意
す
る
こ
と
の
な
力
つ
た
幾
多
故
代
經
濟
學
者
の
著
作
.が
可
成
り
に
多
く
本
書
■中
に
擧
示
せ
ら
れ
て
、
多
大
な
る
硏
究
の
便
宜 

を
與
へ
つ
、
tQ

點
に
於
い
て
感
謝
の
大
な
る
も
の
が
fc
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